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ア γ チ モ ン 酸 カ リーOsO4 法の 検討 ；

平 滑筋 の 磯能 と C］ntions の 局在 の 移 動

に つ い
1
て

　 　大 門建 夭

　　 （帝 京大
・
医

・
解剖 〉

ほ 乳 類心 臓 刺激伝 導係の 比 較 解剖 学的組

織 化 学 的 研 究

　　椋代龍彦 ，和 田 徹 志 ，苅 田 成人 ，

　　大塚 長 康

　 　 （岡 山 大 ・医 ・一解 ）

B

盟

　 前 回 は 血小 板 を モ デ
’
ル と し て ア ン チ モ

ン 酸反 応 沈 澱 物 の 竃 顕 に よ る 微小 部 X 線

元 素 分析 の 結 果 に つ い て 報告 した。 今回

は 平滑 筋 を用 い て ，筋 の 弛 緩 ，収縮 に と

もな う Cl’ations の 局 在 の 変 化 に つ い て 発

表す る ，、

　 材料 ：犬 の 面管 平 滑筋 （ ヒ腸 間膜動脈 ｝

及 び モ ル モ ッ トの 結腸 ヒ モ の 平 滑筋

　結果 1 前 も っ
て プ m カ i ン と マ ン ガ ン

で 筋 の 収縮 を抑制 し て ， ア ン チ モ ン 酸 カ

リ 法 で 周 定 し て み る と ， 反 応 沈澱物は 寵

と して 原 形 質膜 に 多数 出現 し た 。
つ い で

Krebs 液で 洗 い y ノ ル ア ド レ ナ リ ン や A

孚 P 等 を 加 え ， 筋 の 拘縮 張 力 の ピ ーク 時

に 固 定 ゴ る と ， 反応 沈澱 物 は 原形 質膜 に

は 全 く認 め ら れ ず ，細胞 質 全 体 に 散在 し

て い た o

　孝察 1 こ れ らの 結果 か ら，細胞 膜 に 存

在 す
』
る （］ations は筋 の 収 縮弛緩 の Ohcle

に 関 ．与 し て い る こ と が 明 ら か に な っ た o

従 っ て ア ン テ モ ン 酸 カ リ 法は 固定時 の 組

織 の 生 理 的条 件 を は っ き b さ せ て 行 う こ

と が 重 要 で あ る o

　 こ れ ま で ，わ れ わ れ は イ ヌ の 刺激伝導

系各部 （洞 房 結節 ，房 室 結節 ， 房室 束，

恥 k三nje 線維）を 構成す る 特 殊心 筋 線維 と

一
般 心 筋線維 の 酵素 の 分 布状 態 を 組織 化

学的 に 観 察 し て 来た 。

今 回 は ツ
．

ル ，ウ シ ，ブ タ ，イ ヌ ，ネ コ ，

ウ サ ギ，ラ ッ ト， マ ウ ス の 特 殊 心 筋線 維

と 一般心 筋線維に お け る 酸 性フ t ス フ ァ

タ ーゼ ， コ ハ ク酸脱 水素酵素 ， コ リ ン エ

ス テ ラ
ー

セ の 各酵素 の 分布 を 中 心 に 組 織

化 学 的 に 検 索 し て 次 の 結 果 を え た 。

　 酸性 フ ォ ス フ ァ タ ・一一ゼ は 各種ほ 乳 類 の
一

般 心 筋 線維 で は 弱 陽 性反 応 を 呈 し た が ，

特殊 心 筋 線維 で は 動 物差 が 認 め られ た 。

すな わ ち ， ウ シ ， ブ タ で は 弱 陽 性反 応が ，

ウサ キ ，ラ ッ ト， マ ウ ス で は 陽 性反 応 が ，

ま た ，ナ ル ，イ ヌ ， ネ コ で は 強 陽姓 反 応

が観察 で きた c

　 コ ハ ク 酸脱 水素 酵素 は 検 索 さ れ た す べ

て の 動 物の 一
般 心 筋 線維 で 強 陽性反 応を

認 め た が ， 特殊 心 筋 線維 で は ほ と ん ど 陰

性に 近 い 反応 を 呈 し た 。

　 コ リ ソ エ ス テ ラ …．ゼ は す べ て の 動 物 で

一
般 心 筋線維 で は 弱 陽性反 応 を 呈 した が 、

特殊 心 筋 線維 で は 強 陽性 反 応 が 認 め られ

た 。
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